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ソニー・インドネシア社はこのほど、報道機関向けに新
製品発表会をジャカルタで開催し、プロ向けデジタル一眼レ
フカメラ「α99」とコンパクトデジカメ「サイバーショット
ＤＳＲ—ＲＸ１」、新ハンディカム「ＮＥＸ—ＶＧ９００Ｅ」
などを紹介した。３製品とも35ミリのフルサイズ規格を採用
している高品質モデルで、順次発売する。　   　 （岡坂泰寛）
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ＮＨＫ　今日ＮＨＫ　今日のみどころのみどころ
クローズアップ現代「懐かし
の町並みを守るには」

（後５・30）
先月、東京駅がかつての面
影を残して再生を果したばか
りだが、その陰で今、築400年
以上の歴史的な建築物をはじ
め古き良き日本の町並みが、
次々と失われている。
今年９月、長野では映画撮
影にも使われてきた大正時代
の木造小学校が火災で焼失。
その翌月大阪では、江戸時代
に建てられた大阪市最古の民
家が解体された。
背景にあるのは、文化財保
護をめぐる法制度が、時代の
急速な変化に対応しきれなく
なってきているという実態だ。
こうしたなか、地域住民たち
が連携し知恵を出し合い、税
や不動産など様々な法制度の
限界をカバー、解体の危機に
ある古民家を守る取組みが注
目されている。

そこでは、新たな住民など
人々を呼び寄せ、地域経済も
活性化しつつある。歴史ある
建物や町並みをどう守るかを
きっかけに、新たな地域づく
りの可能性を考える。
ためしてガッテン  「中年ボ
ディーが激変！　くびれ＆若さ
復活ＳＰ」　　    （後６・00）
ポッコリと出たおなか。た
るんでしまったお尻‥。年齢
とともに体型は、どうしても
崩れていってしまうもの。分
かっていても、できれば少し
でも細く見せたいというのが
女心。そこで紹介するのが
「脱・中年体型」。
崩れてしまった体型を美し
く、さらに若々しくさせる方
法を紹介。といっても厳し〜
いダイエットではありません。
ポイントは「見た目」。脂肪を
減らさなくても、すぐに見た
目をググッと細く見せること
ができちゃう！
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集
し
て
い
ま
す
i
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
﹂問

い
合
わ
せ
は
H
佐
藤
さ
ん
︵
携
帯
０
８
１

１
・
８
８
８
・
４
９
０
３
H
メ
;
ルezm
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︶
ま
で
i

来月ＢＢＱ大会開催
集まれ 台湾駐在経験者

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
中
断

を
経
て
今
年
８
月
の
再
実
施
を

目
指
し
て
い
た
宮
城
県
気
仙
沼

市
の
﹁
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
レ

;
ド
﹂
を
支
援
し
て
き
た
﹁
気

仙
沼
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
パ
レ
;
ド

復
興
支
援
会
﹂
は
21
日
H
中
央

ジ
@
カ
ル
タ
の
ミ
J
ド
プ
ラ
ザ

内
に
あ
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン

﹁
酒
菜
﹂
で
打
ち
上
げ
会
を
開
い

た
i会

長
の
白
石
康
信
さ
ん
や
気

仙
沼
に
近
い
宮
城
県
石
巻
市
出

身
の
佐
々
木
哲
也
さ
ん
H
伝
統

衣
装
を
全
国
か
ら
集
め
た
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
ジ
@
カ
ル

タ
・
モ
ナ
ス
・
グ
リ
;
ン
支
部

の
ス
リ
・
バ
ノ
ワ
テ
²
さ
ん
ら
H

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
機
関
に
所

属
し
な
が
ら
H
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
支
援
活
動
に
携
わ
Ó
た
日

イ
の
約
20
人
が
駆
け
付
け
た
i

こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
振

り
返
り
な
が
ら
H
パ
レ
;
ド
を

主
導
す
る
気
仙
沼
の
鈴
木
敦
雄

さ
ん
が
撮
影
し
た
震
災
翌
日
の

気
仙
沼
市
街
地
や
ユ
ド
ヨ
ノ
大

統
領
の
慰
問
H
パ
レ
;
ド
当
日

の
様
子
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ó
;
を

観
賞
i

支
援
会
発
足
は
白
石
さ
ん
や

佐
々
木
さ
ん
が
H
イ
ベ
ン
ト
会

場
で
偶
然
H
鈴
木
さ
ん
と
出
会

Ó
た
こ
と
が
き
Ó
か
け
i
白
石

さ
ん
は
鈴
木
さ
ん
が
持
参
し
た

写
真
を
見
て
H﹁
想
像
を
超
え
た

大
変
な
こ
と
i
で
き
る
こ
と
を

し
た
い
と
思
Ó
た
﹂
と
振
り
返

り
H﹁
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
在
住
が
約

30
年
に
な
る
が
H
こ
う
い
う
活

動
が
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

き
ず
な
の
根
幹
に
な
る
﹂
と
力

を
込
め
た
i

支
援
会
は
気
仙
沼
の
伝
統
文

化
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
紹
介
す

る
た
め
H
演
者
の
招
へ
い
に
向

け
て
働
き
掛
け
を
進
め
て
い
る
i

︵
関
口
潤
3
写
真
も
︶

打
ち
上
げ
に
集
ま
Á
た
支
援
会
の
メ

ン
バ
R
ら

気仙沼支援会が打ち上げ
「日イのきずなの根幹に」


